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15　神経症状の改善を目的に生体部分肝移植を施

行 し た W i l s o n 病 の 一 例

五十川修・藤田信也・市田隆文 * *

佐藤好信***

長岡赤十字病院消化器科

同 神経内科 *

新潟大学第三内科
* *

同 　 第 一 外 科 * * *

症例 は 17 歳女性. 平成 11 年春より流妄延等の 症

状 が 出現 し, 次第に精神神経症状が増悪 した . 辛

成 1 2 年 2 月 1 4 日肺炎の 診断 で六 日町病院に入

院. 同日夜痘撃を認 め, 2 月 15 日に当院神経内科

に紹介人院と な っ た . 尿中鋼高値, セ ル ロ プラ ス

ミ ン低値, K a y s e r - F r ei s c h e r 輪より W il s o n 病 と

診 断さ れた . 肝 は代償性肝硬変と考 えられた . D

ペ ニ シ ラミ ン
, ア

-

テ ン大量療法等を行うも, 神

経症状 は改善せず, 更に副作用 と考 えられる 免疫

グ ロ ブリ ン の低下を認 め投薬を中止 した . 神経症

状 の 改善を目的 に, 同年 11 月 3 0 日新潟大学に て

父 親 を ドナ ー と して 生体部分肝移植を施 行 し た .

移植後, 徐々 に神経症状の 改善を認め た .

1 6 　生体肝移植を施行した原発性肝アミロイドー

シス

新沼亜希子・畑耕治郎・小林良太

黒田兼・古川浩一・五十嵐健太郎

何 汝 朝 ・ 月 岡 恵 ・ 市 田 隆 文 *

佐藤好信**・伊藤聡***

新潟市民病院消化器科

新潟大学第三 内科 *

同 　 第 一 外 科 * *

同 第二 内科 * * *

症例 は 54 歳, 男性 .

【主訴】 腹部膨満感 , 体重減少 .

【現病歴】 19 9 9 年 1 月 よ り腹 部膨潤感 を自覚,

さ ら に 2 か月 間で 9 k g の 体 重減少 が み られ 6 月

1 4 日受診, 著明な肝腰大と肝機能異常が指摘され

7 月 1 日入院した.

【経過】 尿免疫電気泳動, 肝生検 にて原発性ア ミ

ロ イ ド - シ ス ( A L; K 型) の 診 断を得 た . その 後

の 経過 で肝腫大は さ らに増強 し, 腹部膨満感が極

め て強く , ま た腎機能も徐々 に低下 して い っ た .

2 00 0 年 6 月, 血液透析導入後, 本人 の希望 により

同月 27 日妻を ドナ ー と した生体肝移植 を行 っ た .

術後の 経過 は順調 で, 現在週 3 回血液透析を行 っ

て い るが, 患者の A D L は著しく改善され た .

【考察】 一

般 に原発性ア ミ ロ イ ド
- シ ス で は肝

移植の適応 はない と されて い る . 欧米で は脳死肝

移植例 が報告されて い る が予後 につ い て の
一

定の

見解 は得 られて い ない . 本症例 はわが国で は初の

肝移植例 で あり, 移植により患者の A D L は 著し

く改善さ れ, 現 時点で は有効で あ っ た と考えられ

る .

17　生体肝移植を行った若年性巨大肝細胞癌の一例

黒田兼・小林良太・古川浩一

畑 耕 治 郎 ・ 五 十 嵐 健 太 郎 ・ 河 汝 朝

月岡恵

新潟市民病院消化器科

症例は 23 歳女性. 1 999 年 5 月以降無月経とな

り, 9 月 8 日当院入院. C T 上肝右葉に径2 4 c m の

c y sti c t u m o r を認め た . 悪性腫癌を疑 っ た が切除

は 困難 と考え, C D D P 動注と温熱療法を施行 .
し

か し腫癌径 に変化なく, 腫癌切除へ 方針を変換し

た . 2 0 00 年 2 月 1 8 日開腹術を施行 . 肝左葉に転

移 を認め , 腫癌か ら大量 に出血 し切除不能. 腫癌

の 一 部を採取 し低分化型肝細胞癌と診断 した . 有

効な治療法 が ない こ と から, 母親 を提供者とする

肝移植の適応を考え, 京都大学移植外科 へ 検討を

依頼. 8 月 2 日生体肝移植を施行 . その 後 9 月 2 1

日当院 へ 再転院した . 術後6 か月の 検索で は再発

を認 めて い な い . 非 B 非 C 型 で, 非癌部 はほ ぼ正

常肝 と い う特殊な例 で はある が, 切除不能の 巨大

肝 細胞癌 で あ っ て も肝外転移 が認 め られ な い 場

令, 肝移植は有効な治療と なりう る と考 えられた .


